
修繕車両進入経路

津市中央保育園

津市役所

　工を行うこととし、施設運営に支障をきたさないよう監督員、施設管理者と打合せをし、修繕の日程を決めること。

(解体撤去処分)

：改修箇所配置図　1/1000

・本修繕により発生する廃材は、産業廃棄物となるため関係法令により適切に処理すること。

　また、修繕着手前に、施工方法を記した施工計画書を市監督員に提出し承諾を得ること。

・修繕完了後、速やかに施工報告書(マニフェスト等の写しA・B2・D)を市監督員に提示すること。
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(適応基準)

・その他関係法令

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「労働安全衛生法」「大気汚染防止法」等を遵守すること。

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修｢公共建築工事標準仕様書」(建築工事編、電気設備工事編　令和4年版)

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書」(建築工事編、電気設備工事編　令和4年版)

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図」（建築工事編、電気設備工事編　令和4年版）

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修「建築、電気設備工事監理指針令和4年版」

位　置　図

特記事項

(施工条件)

・契約締結後速やかに詳細な工程を調整の上決定すること。

・作業着手までの期間に調査及び、施工計画書等を作成し、市監督員の承諾を得ること。

・作業着手までの施設内調査は、事前に市監督員の承諾を得るものとし、施設運営に影響を与えない範囲とする。

(修繕概要)

・修繕着手に先立ち、石綿含有建材の使用について、目視、設計図書及び貸与資料等により有資格者による書面調査及び

　現地調査し、監督職員に報告すること。

津市津図書館

・修繕期間中も施設を利用するため、安全対策には十分配慮すること。なお、作業日については、原則本庁舎休業日に施

・大型車両の出入りの際には誘導員を配置すること。

　なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

　に破損等を与えた場合は、受注者の負担に於いて速やかに復旧すると共に市監督員に報告をすること。

　画し施工すること。

・作業着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等あれば、写真に記録しておくこと。また、修繕過程に於いて既設施設

・設計書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められるもの並びに、取合いのはつり補修復旧は本修繕に含む。

・修繕用水、電力については既存の施設を無償で利用できる。但し、施設運営に影響しないよう事前に打合わせのうえ計

　副産物の搬出がある場合）を作成し、施工計画書に含めて監督員へ写しを提出するとともに法令等に基づき、再生資源

　利用計画及び再生資源利用促進計画を工事現場の公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

　また、工事完了後には「再生資源利用実施書」（建設資材の搬入があった場合）及び「再生資源利用促進実施書」（建

　設副産物の搬出があった場合）をすみやかに作成し、監督員へ写しを提出すること。

　なお、各計画書及び実施書の作成等は、JACICが運営する「建設副産物情報交換システム」に登録のうえ、行うこと。

・受注者は修繕着手前に「再生資源利用計画書」（建設資材の搬入がある場合）及び「再生資源利用促進計画書」(建設

・修繕用車両及び修繕関係車両は、周辺道路に駐車せずに監督員の指示に従った場所に駐車すること。

　ただし、上記の期間以外であっても、監督員、施設管理者と打合せをし、施設運営に影響がない箇所は施工可能とする。
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修繕車両進入経路

・本修繕は、ハロゲン化物消火設備の取替修繕を行うものである。

津市本庁舎ハロゲン化物消火設備取替修繕

位置図・配置図・特記事項
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B1階平面図　S=1/300

津　市　建　設　部　営　繕　課

図面名称
原図：Ａ３

2/3

1/300津市本庁舎ハロゲン化物消火設備取替修繕
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平面詳細図参照

Ｂ１階平面図



容器番号（ハロン容器　15本）

容器番号（起動容器　3本）

NB-2259、NB-2260、NB-2261、NB-2262、NB-2263、

NB-2264、NB-2265、NB-2266、NB-2267、NB-2268、

NB-2269、NB-2270、NB-2271、NB-2272、NB-2273

KC-8470、KC-8471、KC-8472

既設メーカー：日本ドライケミカル㈱（旧日昭産業）
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1/50津市本庁舎ハロゲン化物消火設備取替修繕

ハロンボンベ庫

(更新）

(更新）

起動容器　2.1L　ACV-1　×3本

＊図示の機器について更新を行う、配管、配線については既設を利用する事とする。

※消耗品及び雑材料は取替費に含む

・容器開放装置（QCVｶｯﾀｰ）×15個

・起動容器（2.1L　ACV-1）×3本

取替部品

修繕作業内容

・旧ハロン容器回収　×15本

・旧起動容器回収　×3本

修繕内容

・書類作成及び消防検査立会い　一式

平面詳細図　S=1/50

平面詳細図

3/3

ハロン容器　68L×15本

容器開放装置　QCVｶｯﾀｰ取替×15個

・ハロン容器（QCV-6B容器弁付68L/空容器）×15本

既設メーカー・容器番号

・ハロンガス回収/充填　×900kg（60kg×15本）

・容器撤去及び設置作業（容器運搬費含む）　一式


